
平成24年度 水資源機構営事業 事後評価

「香川用水施設緊急改築事業」

技術検討会(第2回）議事概要

１．開催日時 平成２４年７月６日（金） １３：００～１５：３０

２．場 所 独立行政法人 水資源機構 吉野川局 ８階会議室

３．出 席 者 別紙のとおり

４．議事概要

（１）｢技術検討会（第1回）における指摘と対応｣、「関係団体からの意見聴取結果」

及び「事後評価書（案）」について、事務局から説明を行った。

（２）技術検討会の意見として、次のとおり取りまとめられた。

① 香川用水は、香川県のほぼ全域に農業用水のみならず水道用水、工業用水を

安定的に供給する上で重要な施設である。本事業実施により香川県農業に不可

欠の農業用水を継続的に安定供給することが確保され、水稲作と野菜栽培との

輪作体系に基づく大都市圏への野菜供給の産地としての確立など、多様な農業

経営の展開に寄与したと認められる。

② 水路施設の補修･補強により維持管理費が節減され、農家の負担が軽減され

るとともに、都市用水の安定供給が維持されている。

また、新たな水管理システムの導入により遠方監視･制御が可能となり、用

水到達時間の把握が短縮されたこと等により、水管理の効率化や安全管理が図

られ、農業用水としてはもとより、地域住民の生活環境保全に資するものと評

価できる。

③ これらの効果を維持し、将来にわたり良質な農業用水を安定供給するために

は、各施設の適正な維持管理と機能保全対策を適切に実施し、ライフサイクル

コストの低減を図ることが重要である。更に、発生が危惧されている大規模地

震に対する耐震性の確認及び必要な対策の検討が望まれる。

施設の維持管理費の軽減のため、今後の改修に当たっては、小水力発電の導

入の可能性についても検討されたい。

④ 香川用水は、香川県経済への大きな波及効果をもたらすと共に、親水や防火

用水などにも利用されている。このような多面的機能を有する香川用水の重要

性を地域住民に認知してもらうよう、絶えず広報していくことが望まれる。
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